
併設型中高一貫教育校の教育課程編成および高校での学級編成 

 

 

 中高一貫教育校の教育課程編成方法の概要を踏まえ、福井県における併設型中高一貫教育

校において、どのような教育課程を編成すればよいか等を検討する。 

  また、併設型中高一貫教育校の特色である、中学から進級する生徒と、高校から入学する

生徒の融合の在り方について検討する。 

 

 

１ 併設型中高一貫教育校の教育課程編成について 

 

（１）進度優先型 

中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 

中学校教育課程 高等学校教育課程 応用・演習 

中高一貫教育の柱を進路の実現と捉え、進度を優先した学習を進めていくパターン 

 ○メリット   

  中学校で高校段階の教育課程を先取りするため、高校後半で応用的な学習や演習が可能 

 ●デメリット 

  深く幅広い教養を身につける教養主義の実現、内進生と外進生の融合に課題 

 

 (２)スパイラル型 

中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 

              発展学習               発展学習 

「ゆとり」を反復学習に利用しつつ、高校や大学レベルの高度な内容も取り扱うパターン 

 ○メリット  

  「ゆとり」を生かした調べ学習や実験・実習・体験等により、高いレベルの理解に到達 

  高校での内進生と外進生の融合が容易 

 ●デメリット 

  進度は必ずしも速くないため、高校後半で応用的な学習や演習がしにくい 

 

（３）体系学習重視型 

中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 

６年間全体を見通した中学教育課程・高教育課程の再構成 

６年間の学習全体を見通し、中学と高校の教育課程を再構成するパターン 

中学校教育課程 高等学校教育課程



 ○メリット 

  中学・高校の枠にとらわれない学習内容の再構成により、計画的・継続的な学習内容を 

     展開 

 ●デメリット 

  内進生と外進生の融合、中学校卒業時の進路変更に課題 

 

※上記の３つのパターンは類型的なもので、全教科同じパターンで教育課程を組む場合も 

  あれば、教科により異なるパターンで教育課程を組む場合もある。 

 

 

２ 併設型中高一貫教育校（高校）の学級編成について 

 

学年 他県での例 メリット 

高校１年から 

融合 

 

 中学校の全教科で先取りせず、完全平等 

 

  千葉県立千葉高校 

  東京都立両国高校 など 

 

 中学校で先取りした教科の授業を別講座編成 

 

  長崎県立佐世保北高校 など 

 

高校２年から 

融合 

 東京都立白鷗高校 

 静岡県立浜松西高校 

 宮崎県立宮崎西高校 など 

高校３年から 

融合 

 兵庫県立大学附属高校 

 山口県立高森みどり高校 など 

３年間を通して 

別編成 

 石川県立金沢錦丘高校 

 滋賀県立守山高校 

 京都府立洛北高校  など 

 

 

内進生と外進

生の交流が進

み、切磋琢磨

が生まれる 

進度の違い

を考慮した

教育課程が

編成できる 


